
(3)子どもの貧困・不利・困難を越える学校 

【要約】 

「一億総貧困時代」と呼ばれて、どのように思うだろうか。日本における貧困を考える際

には絶対的貧困ではなく、相対的貧困として考えなければいけない。この問題を解決する

ためにこの本では学校教育を中心とする多様な実践をつうじて、解を導く「ヒント」を提

示している。小中高学校の教員、学校事務職員、スクールソーシャルワーカー、地域住

民、研究者と様々な視点から紐解く、貧困改善の鍵を模索している一冊である。 

【感想】 

この本を読んでいて驚いたのが、貧困の種類で、「希望格差」という用語についてです。

将来に対する希望で格差というものが存在するのかと半信半疑でした。しかし、希望と感

じるには、それを支える経済・精神的なサポートが必要である、と考えるとそのような格

差も生まれるのかと思いました。マダガスカルの子どもたちの状況は基本的には、絶対的

貧困、しかしそこに相対的貧困という尺度の目も同時に持たないといけないと思いまし

た。 

 


